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９
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１
９
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１
９
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１
９
７
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１
９
７
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１
９
７
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１
９
８
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１
９
８
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１
９
８
８ 

１
９
８
９ 

 

１
９
９
０ 

 

１
９
９
１ 

 

１
９
９
２ 

11
・
28 

11
・
21 

8
・
5 

8
・
6 

3
・
11 

5
・
31 

10
・
23 

2
・
13 

7
・
31 

5
・
28 

6
・
19 

1
・
1 

6
・
12 

2
・
16 

3
・
11 

1
・
1 

6
・
16 

1
・
26 

4
・
3 

9
・
6 

戸
部
教
会
（
神
奈
川
県
９
）
神
奈
川
教
会
に
合
併
し
解
散 

大
磯
教
会
設
立
（
神
奈
川
県
22
） 

韮
崎
教
会
（
山
梨
県
２
）
甲
府
教
会
に
合
併
し
解
散 

龍
王
教
会
（
山
梨
県
５
）
解
散 

教
祖
九
十
年
金
光
教
講
演
会
を
開
催
《
開
港
記
念
会
館
》 

武
蔵
小
杉
教
会
設
立
（
神
奈
川
県
23
） 

横
浜
北
教
会
設
立
（
神
奈
川
県
24
） 

教
祖
百
年
祭
記
念
金
光
教
講
演
集
会
を
開
催
《
保
土
ヶ
谷
公
会
堂
》 

映
画
「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」
上
映
会
を
開
催
《
横
浜
市
民
ホ
ー
ル
》 

横
浜
西
教
会
設
立
（
船
越
教
会
の
法
人
格
を
移
転
改
称
 
神
奈
川
県
18
） 

首
都
圏
布
教
百
年
集
会
「
か
な
が
わ
」
を
開
催
《
鶴
見
会
館
》 

神
奈
川
県
教
会
連
合
会
が
発
足
、
連
合
会
長
に
櫻
井
信
一
（
鶴
見
）
就
任 

相
模
原
教
会
設
立
（
神
奈
川
県
25
） 

信
徒
会
神
奈
川
県
連
合
会
結
成
大
会
を
開
催
、
連
合
会
長
に
井
上
實
（
丸
子
）
就
任 

首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
催
「
杉
田
二
郎
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
《
藤
沢
市
民
ホ
ー
ル
》 

連
合
会
長
に
福
田
俊
雄
（
神
奈
川
）
就
任 

「
信
奉
者
集
会
」
を
開
催 

神
奈
川
県
布
教
百
年
記
念
奉
迎
信
徒
大
会
を
開
催 

〜
5
神
奈
川
県
布
教
百
年
記
念
「
ご
本
部
団
体
参
拝
と
ご
れ
い
ち
集
会
」
を
開
催 

第
一
回
か
な
が
わ
女
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 
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１
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２
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1
・
1 

6
・
27 

9
・
11 

9
・
15 

5
・
21 

9
・
8 

8
・
13 

9
・
15 

9
・
2 

  

6
・
1 

12
・
22 

2
・
16 

7
・
5 

7
・
22 

1
・
1 

7
・
17 

9
・
25 

1
・
29

連
合
会
長
に
木
本
紀
義
（
横
須
賀
）
就
任 

教
祖
百
十
年
記
念
金
光
教
講
演
会
を
開
催
《
川
崎
市
中
小
企
業
婦
人
会
館
》 

〜
12
教
信
徒
一
泊
懇
談
会
を
開
催
《
江
ノ
島
》 

親
子
ピ
ク
ニ
ッ
ク
「
地
引
網
」
を
開
催
《
大
磯
海
岸
》 

教
義
研
修
会
を
開
催 

さ
が
み
の
教
会
設
立
（
神
奈
川
県
26
） 

〜
14
親
子
キ
ャ
ン
プ
を
開
催
《
観
音
崎
青
少
年
村
》 

布
教
実
践
に
関
す
る
集
会
を
開
催
、
テ
ー
マ
「
私
の
布
教
実
践
」《
鶴
見
教
会
》 

社
会
活
動
に
関
す
る
集
会
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
」
を
開
催
、
講
演
「
本
教
と
社
会
実
践
」

浅
野
善
雄
（
東
京
セ
ン
タ
ー
所
長
・
本
中
野
）、
講
演
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
高
島
さ
ち
子
（
か

な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
所
長
）《
鶴
見
教
会
》 

〜
2
信
徒
会
幹
事
一
泊
研
修
会
を
開
催 

足
柄
教
会
（
神
奈
川
県
６
）
芝
教
会
に
合
併
し
解
散 

神
奈
川
県
信
徒
大
会
を
開
催 

か
な
が
わ
女
性
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催 

保
土
ヶ
谷
教
会
（
神
奈
川
15
）
神
奈
川
教
会
に
合
併
し
解
散 

神
奈
川
山
梨
教
会
連
合
会
が
発
足
、
連
合
会
長
に
木
本
紀
義
（
横
須
賀
）
就
任 

信
徒
部
発
足 

教
会
連
合
会
機
関
紙
「
連
合
会
だ
よ
り
」
を
刊
行 

〜
30
連
合
会
役
員
一
泊
研
修
会
を
開
催
《
山
梨
県
日
の
出
温
泉
》 
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3
・
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6
・
29 

7
・
29  
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・
19 

9
・
15 

9
・
30 
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・
18 

2
・
17 

6
・
2 

8
・
18 

8
・
19 

9
・
22 

10
・
16 

4
・
20 

4
・
27 

6
・
16 

6
・
24 

 

6
・
25

教
団
独
立
百
年
記
念
「
神
奈
川
山
梨
集
会
」
を
開
催
、
講
演
「
教
団
独
立
百
年
の
意
義
」
藤
原
務

正
（
赤
羽
）、
記
念
映
画
「
い
の
ち
の
詩
聞
か
せ
て
」
上
映
《
中
原
市
民
館
》 

東
八
代
教
会
（
山
梨
県
３
）
甲
府
教
会
に
合
併
し
解
散 

講
演
・
研
修
会
を
開
催
、
講
演
「
金
光
教
の
死
生
観
」
宮
尾
肇
（
山
城
木
津
）《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
集
会
「
そ
う
だ
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
し
よ
う
」
を
開
催
《
多
摩
川
河
川
敷
広
場
》 

「
清
掃
と
ぶ
ど
う
狩
り
の
集
い
」
を
開
催
《
甲
府
・
勝
沼
ぶ
ど
う
園
》 

「
金
光
教
の
死
生
観
」
検
討
協
議
会
を
開
催
《
神
奈
川
教
会
》 

教
会
家
庭
婦
人
の
集
い
を
開
催 

「
金
光
教
の
死
生
観
」
検
討
協
議
会
を
開
催
《
神
奈
川
教
会
》 

教
師
信
徒
懇
談
会
を
開
催
、「
人
の
助
か
る
教
会
」《
武
蔵
小
杉
教
会
》 

親
子
ス
ポ
ー
ツ
集
会
「
そ
う
だ
、
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
を
し
よ
う
」
を
開
催
《
多
摩
川
河
川
敷
広
場
》 

「
金
光
教
を
考
え
る
会
」
を
開
催
《
神
奈
川
教
会
》 

横
浜
北
教
会
（
神
奈
川
県
24
）
解
散 

教
会
連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
横
須
賀
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
人
生
の
達
人
た
ち
と
の
出
会
い
」
高
橋
美
紀
子
（
神
奈
川
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
韓
国
料
理
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
」
講
師
金
潤
淑 

親
子
集
会
「
そ
う
だ
、
地
引
き
網
を
し
よ
う
」
を
開
催
《
二
宮
梅
沢
海
岸
》 

教
師
研
修
会
を
開
催
、「
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
」
講
師
浅
野
善
雄
（
本
中
野
）《
神
奈
川
教

会
》 

編
集
会
議
を
開
催
、
連
合
会
機
関
紙
「
連
合
会
だ
よ
り
」
を
「
か
り
ん
」
と
改
称 
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・
29 
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・
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6
・
26 

7
・
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・
14 

1
・
1 

3
・
30 

7
・
4 

7
・
18 

「
金
光
教
を
考
え
る
会
」
を
開
催
、「
金
光
教
の
活
性
化
」《
神
奈
川
教
会
》 

連
合
会
長
木
本
紀
義
辞
任
、
臨
時
総
会
で
南
清
孝
（
登
戸
）
が
会
長
に
就
任 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
韓
国
料
理
を
作
っ
て
食
べ
よ
う
２
」
講
師
金
潤
淑 

信
奉
者
の
集
い
を
開
催
《
こ
ど
も
の
国
》 

教
祖
百
二
十
年
奉
祝
記
念
講
演
集
会
を
開
催
、
講
演
「
金
光
大
神
ご
出
現
の
ロ
マ
ン
」
久
保
田
紘

二
（
本
部
総
務
部
長
・
鯉
城
）、
映
画
「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」
上
映
《
横
浜
市
西
公
会
堂
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
ど
う
す
る
・
子
育
て
」
吉
岡
裕
子
（
鎌
倉
） 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
新
し
い
金
光
大
神
を
頂
く
」
和
泉
正
一
（
白
金
） 

教
会
家
庭
婦
人
の
会
を
開
催 

女
性
の
つ
ど
い
「
生
け
花
を
通
し
て
道
を
学
ぶ
」
を
二
回
開
催
、
講
師
浅
生
信
吉
（
登
戸
） 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、「
金
光
大
神
の
教
え
を
現
代
に
ど
う
生
か
す
か
」 

〜
15
信
奉
者
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
観
音
崎
で
キ
ャ
ン
プ
」《
観
音
崎
青
少
年
の
村
》 

信
心
研
修
会
を
開
催
、
講
話
「
教
祖
伝
『
金
光
大
神
』
に
み
る
世
界
」
浅
野
善
雄
《
開
港
記
念
会

館
》 

教
会
連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
登
戸
教
会
》 

連
合
会
長
に
須
賀
院
明
徳
（
武
蔵
小
杉
）
就
任 

神
奈
川
県
宗
教
連
盟
六
十
周
年
記
念
行
事
を
開
催 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
押
し
花
で
手
作
り
は
が
き
を
作
ろ
う
」
講
師
吉
岡
裕
子
（
鎌
倉
） 

教
師
信
徒
懇
談
会
を
開
催
、「
教
会
に
お
け
る
信
徒
の
役
割
と
連
合
会
活
動
」「
魅
力
あ
る
教
師 

像
」 
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31 
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・
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4
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4
・
29 

6
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8
・
4 

9
・
8 

10
・
16 

10
・
29

12
・
13 

12
・
15 

1
・
1 

4
・
14 

親
子
の
つ
ど
い
を
開
催
「
地
引
網
」《
二
宮
梅
沢
海
岸
》 

教
会
家
庭
婦
人
の
会
を
開
催 

社
会
活
動
に
関
す
る
懇
談
会
を
開
催
、講
話「
本
教
に
お
け
る
社
会
活
動
」田
林
美
千
代（
神
明
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
講
話
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
話
を
聞
い
て
」
北
川
直
敏
（
鎌
倉
）

親
子
の
つ
ど
い
を
開
催
、
横
須
賀
市
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
し
ん
か
ん
」
見
学 

「
教
師
信
徒
懇
談
会
２
」
を
開
催
、「
金
光
教
の
活
性
化
」
意
見
発
表
と
懇
談
《
鶴
見
教
会
》 

神
奈
川
県
宗
教
連
盟
「
宗
教
文
化
講
座
」
を
開
催
、
講
演
荒
木
美
智
雄 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
《
鶴
見
教
会
》 

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設 

地
域
交
流
会
「
あ
る
こ
う
会
」
を
開
催
（
鎌
倉
散
策
） 

〜
17
教
師
信
徒
一
泊
研
修
会
を
開
催
、
講
演
「
今
活
き
活
き
し
た
教
会
を
求
め
て
」
吉
川
信
雄

（
福
岡
高
宮
）《
国
民
年
金
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
さ
が
み
の
》 

〜
５
親
子
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
第
60
回
金
光
教
少
年
少
女
全
国
大
会
に
参
加
し
ょ
う
」 

社
会
活
動
連
絡
協
議
会
を
開
催
、（
情
報
交
換
と
連
合
会
活
動
を
模
索
す
る
）《
開
港
記
念
会
館
》 

教
会
連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
武
蔵
小
杉
教
会
》 

〜
30
山
梨
で
女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
（
研
修
と
交
流
親
睦
）《
山
梨
県
・
民
宿
け
や
き
荘
》 

〜
14
教
師
一
泊
研
修
会
を
開
催 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、講
話「
本
の
読
み
方
、信
心
話
の
聴
き
方
」高
橋
惣
一（
保
土
ヶ
谷
） 

連
合
会
長
に
福
田
光
一
（
神
奈
川
）
就
任 

教
師
教
話
研
修
会
を
開
催
、
講
師
藤
原
務
正
（
赤
羽
）
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・
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・
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6
・
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9
・
4 

9
・
5 

9
・
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12
・
13 

12
・
19 

4
・
11  

4
・
29 

7
・
2 

7
・
27 

9
・
12 

12
・
20 

 

4
・
14 

4
・
29 

7
・
3 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
鎌
倉
散
策
） 

甲
府
・
大
明
教
会
合
同
研
修
会
を
開
催
、
講
師
山
田
信
二
（
横
浜
西
） 

〜
29
教
師
信
徒
一
泊
研
修
会
を
関
東
教
区
信
徒
会
研
修
会
に
併
せ
開
催
、講
師
今
岡
多
美
江（
中

立
売
）《
ホ
テ
ル
コ
ー
ヨ
ー
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
講
話
「
音
楽
と
私
」
井
上
祐
子
（
藤
沢
） 

教
会
家
庭
婦
人
の
会
を
開
催 

親
子
の
つ
ど
い
「
そ
う
だ
、
地
引
網
を
し
よ
う
」
を
開
催
《
三
浦
海
岸
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
師
小
星
重
治
（
津
久
井
） 

さ
が
み
の
教
会
（
神
奈
川
県
26
）
子
安
教
会
に
合
併
し
解
散 

立
教
百
五
十
年
信
奉
者
研
修
会
を
開
催
、
講
話
「
立
教
百
五
十
年
を
迎
え
、
改
め
て
教
祖
様
の
信

心
を
頂
く
」
河
井
信
吉
（
中
野
）《
鶴
見
教
会
》 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
鎌
倉
散
策
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
熊
坂
和
枝
（
平
塚
）
お
話
と
七
夕
の
見
学 

教
会
家
庭
婦
人
の
会
を
開
催 

親
子
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
う
ど
ん
を
み
ん
な
で
作
っ
ち
ゃ
お
う
」《
観
音
崎
青
少
年
の
村
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
認
知
症
の
妻
を
介
護
し
て
」
早
野
嘉
一
（
野
毛
）《
神
奈
川

教
会
》 

教
師
研
修
会
を
開
催
、
講
師
小
柴
宣
和
（
東
京
セ
ン
タ
ー
所
長
・
杉
並
） 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
江
ノ
島
散
策
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
和
田
文
子
、
我
八
十
（
登
戸
）
体
験
発
表
《
登
戸
教
会
》 
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23          24 

        

２
０
１
１ 

         

２
０
１
２ 

7
・
24 

7
・
28 

9
・
3 

 

10
・
14 

12
・
4 

 
12
・
17 

4
・
29 

6
・
3 

7
・
3 

7
・
31 

  

8
・
29 

9
・
3 

 

12
・
3 

6
・
3 

7
・
5 

み
ん
な
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
竹
と
ん
ぼ
作
り
」
講
師
辻
康
宏
（
神
奈
川
）《
神
奈
川
教
会
》 

〜
29
教
師
一
泊
研
修
会
を
開
催 

神
奈
川
県
宗
教
連
盟
「
宗
教
文
化
講
座
」
に
併
せ
教
師
信
徒
研
修
会
を
開
催
、
講
演
「
お
時
間

で
す
！
」
立
川
和
正
（
宇
部
東
）、
ア
ニ
メ
「
金
光
さ
ま
」
上
映
《
鎌
倉
芸
術
館
》 

教
会
連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
神
奈
川
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
人
を
大
事
に
す
る
話
し
方
」
西
原
實
（
浦
和
）《
神
奈
川
教

会
》 

教
会
家
庭
婦
人
の
会
を
開
催 

地
域
交
流
会
を
開
催
《
ズ
ー
ラ
シ
ア
》 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
、
講
話
「
現
代
に
教
祖
様
を
蘇
ら
せ
る
た
め
に
」
河
井
真
弓
（
中
野
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、「
お
か
げ
の
筒
の
中
で
生
か
さ
れ
て
」
井
上
弥
生
（
丸
子
）《
丸
子
教
会
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
を
開
催
、（
横
浜
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
） 

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
会
を
開
催
、
報
告
須
賀
院
明
徳
（
武
蔵
小
杉
）、
堀
瑞
肇
（
藤
沢
）、

松
本
信
吉
（
首
都
圏
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
麻
布
）《
神
奈
川
教
会
》 

〜
30
教
師
一
泊
研
修
会
を
開
催 

教
師
信
徒
研
修
会
を
開
催
、「
神
奈
川
県
布
教
を
顧
み
る
」
講
師
村
田
喜
実
雄
（
子
安
）、
南
清
孝

（
登
戸
）、
村
田
光
治
（
子
安
） 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
今
さ
ら
訊
け
な
い
信
心
あ
れ
こ
れ
」
安
達
幸
則
（
相
模
原
） 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
《
武
蔵
小
杉
教
会
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
講
話
「
信
心
し
て
安
心
の
暮
ら
し
を
」
岩
門
信
子
（
武
蔵
小
杉
） 
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25          26       

２
０
１
３ 

         

２
０
１
４ 
 

7
・
16 

9
・
8 

 

10
・
6 

 

12
・
14 

4
・
29 

6
・
12 

6
・
20 

7
・
5 

7
・
28 

8
・
31 

 

10
・
15 

11
・
30 
 

4
・
12 

 

5
・
31 

み
ん
な
の
つ
ど
い
12
を
開
催
、「
み
の
り
」
の
畑
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り 

神
奈
川
山
梨
布
教
百
二
十
年
記
念
集
会
を
開
催
、
講
演
林
雅
信
（
那
覇
）、
教
会
紹
介
ス
ラ
イ
ド

上
映
、
吉
備
楽
、
吉
備
舞
《
鎌
倉
芸
術
館
》 

〜
7
神
奈
川
山
梨
布
教
百
二
十
年
記
念
団
体
参
拝
を
実
施
、
ご
霊
地
集
会
を
開
催
、
講
師
近
藤

金
雄
（
本
部
布
教
２
部
長
・
篠
山
）、
意
見
表
明
・
山
田
信
二
（
横
浜
西
）、
吉
田
文
枝
（
藤
沢
） 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
映
画
と
宗
教
」
櫻
井
智
行
（
鶴
見
） 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
鎌
倉
散
策
、
鎌
倉
教
会
参
拝
） 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
「
祭
式
講
習
会
」
を
開
催
、
講
師
川
上
幸
生
（
三
石
）《
鶴
見
教
会
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
仲
宗
根
三
重
子
（
生
麦
）、
鈴
木
道
子
（
生
麦
）
の
お
話
《
生
麦
教
会
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
を
開
催
、
マ
ス
の
つ
か
み
取
り
体
験
、
他
《
小
田
原
市
い
こ
い
の
森
》 

山
梨
県
「
青
年
・
ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
集
い
」
を
開
催 

教
祖
百
三
十
年
教
師
信
徒
研
修
会
を
開
催
、
講
話
「
映
画
を
通
し
て
宗
教
を
考
え
る
『
と
な
り
の

ト
ト
ロ
』
等
に
見
る
日
本
の
神
様
と
金
光
教
」
櫻
井
智
行
（
鶴
見
） 

教
会
連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
神
奈
川
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
宇
宙
史
の
中
の
人
間
ー
生
か
さ
れ
て
生
き
る
ー
」
桜
井
邦
朋

（
元
神
奈
川
大
学
学
長
・
神
奈
川
）《
神
奈
川
教
会
》 

「
イ
チ
ゴ
狩
り
の
つ
ど
い
」
を
開
催
、
イ
チ
ゴ
狩
り
、
親
睦
ゲ
ー
ム
《
ゆ
め
が
丘
農
園
・
富
士
塚

町
内
会
館
》 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、
講
話
『
神
人
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
』
の
理
解
と
実
践
を
願
っ

て
」
東
京
セ
ン
タ
ー
次
長
荻
野
理
喜
之
助
（
馬
込
）、
講
話
と
班
別
懇
談
《
鶴
見
教
会
》 
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 27     
      

28 

       

２
０
１
５ 

          

２
０
１
６ 

6
・
4 

6
・
12 

7
・
4 

7
・
26 

8
・
30 

 

11
・
29 

2
・
17 

4
・
18 

6
・
2 

6
・
6 

6
・
10 

6
・
20 

7
・
3 

7
・
8 

7
・
11 

9
・
12 

12
・
5 

2
・
13 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
野
毛
山
動
物
園
散
策
、
野
毛
教
会
参
拝
） 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
、「
統
合
失
調
症
と
家
族
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
、
懇
談
《
神
奈
川
教
会
》

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
山
田
信
二
（
横
浜
西
）
講
話
と
懇
談 

み
ん
な
の
つ
ど
い
を
開
催
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
探
検
、
空
き
缶
炊
飯
《
横
浜
市
こ
ど
も
自
然
公
園
》 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、
講
話
「『
神
人
あ
い
よ
か
け
よ
の
生
活
運
動
』
の
理
解
と
実
践
に
向

け
て
」
南
清
孝
（
登
戸
）、
講
話
と
班
別
懇
談
《
甲
府
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
師
桜
井
邦
朋
（
神
奈
川
）
昨
年
に
引
き
続
き
講
師
を
依
頼 

教
師
研
修
会
を
開
催
《
神
奈
川
教
会
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
潮
干
狩
り
」
を
開
催
《
野
島
公
園
》 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
《
鶴
見
教
会
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
」
を
開
催
《
山
梨
県
・
伊
藤
農
園
》 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
小
田
原
城
址
公
園
散
策
） 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、「
私
に
と
っ
て
教
会
と
は
」、
小
田
原
教
会
信
徒
二
名
の
発
表
、
懇
談 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
《
横
須
賀
教
会
》 

川
崎
教
会
（
神
奈
川
県
13
）、
鶴
見
教
会
に
合
併
し
解
散 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、「
私
に
と
っ
て
教
会
と
は
」、
神
奈
川
教
会
信
徒
二
名
の
発
表
、
懇
談 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、「
私
に
と
っ
て
教
会
と
は
」、
甲
府
教
会
信
徒
二
名
の
発
表
、
懇
談 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
《
神
奈
川
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、「
輔
教
と
し
て
の
御
用
の
あ
り
方
」《
藤
沢
教
会
》
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 29 

              

２
０
１
７ 

 

3
・
31 

5
・
15 

6
・
15

6
・
18 

 

7
・
6 

7
・
30 

9
・
4 

 

9
・
11 

 

10
・
8 

10
・
12 

12
・
3 

1
・
1 

2
・
16 

2
・
19 

3
・
5 

 

4
・
8 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
イ
チ
ゴ
狩
り
集
会
」
を
開
催
、（
イ
チ
ゴ
狩
り
と
ゲ
ー
ム
）《
ゆ
め
が
丘
農
園
》 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
大
磯
周
辺
散
策
） 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
（
大
磯
教
会
参
拝
と
周
辺
散
策
） 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、
発
表
「
教
会
に
生
ま
れ
て
育
て
ら
れ
て
」
川
原
紀
子
（
生
麦
）、「
教

会
に
お
嫁
に
来
て
」
今
村
則
子
（
生
麦
）、「
在
籍
教
師
と
い
う
立
場
で
」
今
村
誠
（
生
麦
） 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
信
徒
二
名
の
発
表
、
懇
談
《
鶴
見
教
会
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
地
引
網
集
会
」
を
開
催
《
二
宮
海
岸
》 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、
発
表
「
私
に
と
っ
て
教
会
と
は
」
吉
岡
裕
子
（
鎌
倉
）、
伊
藤
か
お

る
（
鎌
倉
）《
丸
子
教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
自
己
流
か
ら
の
脱
皮
『
し
な
や
か
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
』」
講
師

高
橋
章
浩
（
日
本
橋
）《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
集
会
」
を
開
催
《
横
浜
》 

連
合
会
長
選
挙
を
実
施
《
神
奈
川
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
発
表
「
私
が
金
光
教
に
入
信
し
た
訳
」
五
名
《
神
奈
川
教
会
》 

連
合
会
長
に
山
田
信
二
（
横
浜
西
）
就
任 

教
師
研
修
会
を
開
催
「
東
京
布
教
と
首
都
圏
布
教
」《
鶴
見
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
講
話
「
輔
教
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
は
」
山
田
信
二
（
横
浜
西
） 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
や
る
気
を
高
め
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
講
師
高
橋
章
浩
（
日
本

橋
）《
鶴
見
教
会
》 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
横
浜
ハ
イ
ク
」
を
開
催
《
み
な
と
み
ら
い
地
区
》
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30 

                

２
０
１
８ 
 

4
・
15 

 

5
・
13 

6
・
4 

6
・
17 

6
・
28 

7
・
5 

 
9
・
3 

 

9
・
9 

 

10
・
15 

 

10
・
30 

12
・
2 

2
・
17 

 

3
・
11 

 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、
テ
ー
マ
「
信
心
を
高
め
、
喜
び
を
伝
え
よ
う
」、
発
表
「
百
年
祭
を

お
迎
え
し
て
」
鈴
木
重
光
（
野
毛
）、「
信
心
の
喜
び
」
鈴
木
弘
（
野
毛
）《
野
毛
教
会
》 

山
梨
県
活
動
「
県
立
博
物
館
見
学
と
昼
食
懇
談
」 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
逗
子
葉
山
方
面
散
策
） 

〜
18
み
ん
な
の
つ
ど
い
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
、
東
芝
科
学
館
見
学
《
鶴
見
教
会
》 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
、「
木
本
先
生
、
山
田
先
生
を
偲
ぶ
」《
横
浜
西
教
会
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
発
表
「
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
ら
」
古
賀
さ
や
か
（
鎌
倉
）、「
着
物
か

ら
遊
び
着
を
作
っ
て
」
吉
岡
裕
子
（
鎌
倉
）《
神
奈
川
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
発
表
「
輔
教
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」
岡
本
和
子
（
甲
府
）、「
輔
教
研
修
会

で
の
お
手
引
き
例
の
紹
介
」
大
塚
東
子
（
神
奈
川
）《
武
蔵
小
杉
教
会
》 

教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、
発
表
「
も
し
も
私
が
信
徒
な
ら
」
奥
川
美
智
雄
（
平
塚
）、「
お
か
げ

は
和
賀
心
に
あ
り
」
鈴
木
徳
昭
（
平
塚
）《
平
塚
教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
情
報
洪
水
で
も
本
質
を
外
さ
な
い
『
問
題
解
決
ス
テ
ッ
プ
』」
講

師
高
橋
章
浩
（
日
本
橋
）《
鶴
見
教
会
》 

神
奈
川
県
宗
教
連
盟
「
宗
教
文
化
講
座
」
を
開
催
 
講
師
渡
辺
順
一
師 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
話
「
恩
に
基
づ
く
宗
教
」
畑
淳
（
日
本
橋
）《
神
奈
川
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
講
話
「
駅
弁
始
め
ま
し
た
ー
教
会
と
地
域
社
会
と
の
接
点
を
ど
う
構
築
す

る
か
ー
」
木
本
雅
史
（
横
須
賀
）《
鶴
見
教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
チ
ャ
ン
ス
を
創
る
タ
イ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
講
師
高
橋
章
浩

（
日
本
橋
）《
鶴
見
教
会
》 
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31     

令
和
元             

２
０
１
９ 

4
・
14 

6
・
16 

 

6
・
17 

6
・
29 

7
・
6 

9
・
2 

 
12
・
1 

 

12
・
16 

 

3
・
2 

 

3
・
16 
 

3
・
31 

 

5
・
17 

5
・
27 

み
ん
な
の
つ
ど
い
「
野
毛
山
動
物
園
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催
《
野
毛
山
動
物
園
》 

〜
17
首
都
圏
布
教
百
三
十
年
信
奉
者
集
会
を
開
催
、
テ
ー
マ
「
喜
び
に
め
ざ
め
、
そ
し
て
未
来

に
」、
講
話
「
神
の
よ
ろ
こ
び
」
松
本
信
吉
（
麻
布
）《
マ
ホ
ロ
バ
・
マ
イ
ン
ズ
三
浦
》 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
三
崎
港
散
策
） 

ひ
い
ら
ぎ
の
会
を
開
催
《
甲
府
教
会
》 

女
性
の
つ
ど
い
を
開
催
、
講
話
「
吉
備
舞
と
御
用
」
宮
川
晴
江
（
小
田
原
）《
小
田
原
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
発
表
「
輔
教
拝
命
の
き
っ
か
け
」
古
賀
さ
や
か
（
鎌
倉
）、「
輔
教
に
な
っ

て
感
じ
る
こ
と
」
伊
藤
か
お
る
（
鎌
倉
）《
鎌
倉
教
会
》 

講
話
と
夕
食
の
会
を
開
催
、
講
演
「
世
界
の
平
和
、
心
の
平
和
」
田
中
元
雄
（
大
崎
）《
神
奈
川

教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
こ
こ
が
違
う
金
光
教
ス
タ
イ
ル
の
損
得
計
算
」
講
師
高
橋
章
浩

（
日
本
橋
）《
丸
子
教
会
》 

立
教
百
六
十
年
教
師
信
徒
共
励
会
を
開
催
、発
表「
お
道
の
仲
間
を
作
ろ
う
」横
山
光
雄（
丸
子
）、

「
信
心
の
喜
び
を
伝
え
よ
う
」
安
武
実
子
（
小
田
原
）《
藤
沢
教
会
》 

輔
教
懇
談
会
を
開
催
、
発
表
「
教
規
か
ら
見
る
輔
教
の
役
割
」
吉
田
章
一
郎
（
神
奈
川
）、「
生
麦

教
会
で
の
輔
教
経
験
」
高
橋
正
一
（
生
麦
）《
小
田
原
教
会
》 

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、「
個
性
を
活
か
す
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
講
師
高
橋

章
浩
（
日
本
橋
）《
県
民
セ
ン
タ
ー
》 

津
久
井
教
会
（
神
奈
川
県
10
）
神
奈
川
教
会
に
合
併
し
解
散 

地
域
交
流
会
を
開
催
（
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
稲
毛
見
学
） 


